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1 TREND-ONE/Mercury-ONE連携
 1 - 1  

 
TREND-ONE/Mercury-ONEで図面・帳票を新規作成 

［道路設計モデリング］の［道路モデル］タブの［図面・計算書］グループに［新規作成］を追加しました。 
TREND ROAD DesignerからTREND-ONE/Mercury-ONEを起動して、納品成果（図面・帳票）を作成します。 
TREND-ONE/Mercury-ONEと連携することで、TREND ROAD Designerで作成した3Dモデルから日本仕様の図
面・帳票作成が可能となります。 
※TREND-ONE/Mercury-ONE Ver.9以降が対象となります。 

TRDの3Dモデル ⇒ ONEに連携 ⇒ 効率的に納品成果（図面・帳票）作成

ONE起動
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TREND-ONE/Mercury-ONEで図面・帳票編集 

［道路設計モデリング］の［道路モデル］タブの［図面・計算書］グループに［編集］を追加しました。 
［図面・計算書］グループの［新規作成］で作成したTREND-ONE/Mercury-ONEのデータが存在する場合、 
該当のTREND-ONE/Mercury-ONEのデータを開き、図面・帳票を編集することができます。 

1 - 2  
 

ONE起動

ONE終了

道路モデルを選択
新規作成で関連づいた
現場を開きます。

ONE現場データ更新 CAD図面の編集等

CAD製図基準の図面やSXF出力など

※ONEで行った線形や
横断形状等の変更は
TRDに反映されません。
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1 - 3  
 

TREND-ONE/Mercury-ONEの連携情報クリア 

［道路設計モデリング］の［道路モデル］タブの［図面・計算書］グループに［連携情報クリア］を追加しました。 
［図面・計算書］グループの［新規作成］で作成したTREND-ONE/Mercury-ONEとの連携情報をクリアできます。 
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1 - 4  

 
TREND-ONE/Mercury-ONEで線形入力 

［道路設計モデリング］の［路線］タブの［平面］グループに［線形入力］を追加しました。 
TREND-ONE/Mercury-ONEの作業データ（路線測量）を起動して、平面線形を入力します。 
※TREND-ONE/Mercury-ONE Ver.9以降が対象となります。 
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2 機能追加 

2 - 1  J-LandXML読み込み対応 
［道路設計モデリング］の［ホーム］タブ－［モデルの読込/書込］グループに［LandXML読込］を追加しました。 
J-LandXMLファイルを読み込み、平面線形を作成することができます。 

2 - 2  J-LandXML書き込みの出力設定を改善 
［道路設計モデリング］の［ホーム］タブ－［モデルの読込/書込］グループの［LandXML書込］の［出力設定］
ダイアログで設計速度、座標系名称・測地原子を設定できるようにしました。 
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2 - 3  

 
座標SIMA読み込みでZ座標の 3D表示に対応 

［道路設計モデリング］の［ホーム］タブ－［モデルの読込/書込］グループの［座標SIMA読込］で、Z座標がある
場合はメッセージを表示して、3Dで読み込めるようにしました。 

2 - 4  
 

特性定義のフォルダ構成の改善 

「01 よく使う」「02 イメージ線」等、カテゴリーごとにフォルダ分けしユーザー様が必要な要素に適した特性定義を簡単に
選べるよう改善しました。 
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2 - 5  等高線の高さ設定追加 
［道路設計モデリング］の［地形］タブ－［その他］グループに［等高線の高さを設定］を追加しました。 
2Dの等高線データから指定した間隔で3Dの等高線を作成できます。 

2 - 6  No杭のピッチ設定追加 
［道路設計モデリング］の［路線］タブ－［平面］グループに［No杭ピッチ設定］を追加しました。 
ピッチを指定してNo杭を作成できます。 
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2023 Update3

2 - 7  標準断面作成のテンプレート追加・修正 
［道路設計モデリング］の［道路モデル］タブ－［作成］グループ－［標準断面］－［標準断面を作成］のテンプ
レートを追加・修正しました。 
［標準断面エディタ］ダイアログの［標準断面ライブラリ］の「01_サンプル」以下のテンプレートを追加・修正しました。 
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2 - 8  法面記号追加 
［道路設計モデリング］の［モデルの詳細］タブ－［3次元グループ］グループに［法面記号］を追加しました。 
法面記号をCAD上に配置できます。 

2 - 9  土木セルの追加・修正 
［道路設計モデリング］の［モデルの詳細］タブ－［土木セル］グループ－［土木セルを配置］の［土木セルを選
択］ダイアログで選択できる土木セルを追加・修正しました。 

2-10  材質を設定する機能追加 
［道路設計モデリング］の［モデルの詳細］タブに［材質］グループを追加して、材質を設定できるようにしました。 
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道路標識、看板追加 
［道路設計モデリング］の［図面］タブ－［配置］グループ－［セルを配置］で配置できる道路標識、看板を追加
しました。 

支柱追加
3パーツ

逆L型 F型 T型

標識追加
53パーツ
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3Dモデル上に標識や案内看板を配置することで、計画中の道路のイメージがより明確に再現され、実際の設計に役立つモデ
ルが作成できます。 
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集水桝のテンプレート追加 
［排水モデリング］の［レイアウト］タブ－［レイアウト］グループの［節点配置］で、汎用的な形状として利用可能な
集水桝のテンプレートを149個追加しました。 

壁厚奥行内幅 250200150100
○○250250
○○400250
○○500250
○○300300
○○400300
○○500300
○○600300
○○700300
○○400350
○○500350
○○600350
○○700350
○○400400
○○500400
○○600400
○○700400
○○800400
○○900400
○○1000400
○○450450

○○○500500
○○○600500
○○○700500
○○○800500
○○○900500
○○○1000500
○○○600600
○○○700600
○○○800600
○○○900600
○○○1000600

壁厚奥行内幅 250200150100
○○700700
○○800700
○○900700
○○1000700
○○800800
○○900800
○○1000800
○○900900
○○1000900

○○○10001000
○○○11001000
○○○12001000
○○○13001000
○○○14001000
○○○15001000
○○11001100
○○12001100
○○13001100
○○14001100
○○15001100
○○12001200
○○13001200
○○14001200
○○15001200
○○13001300
○○14001300
○○15001300
○○14001400
○○15001400
○○15001500
○○16001600
○○17001700
○○18001800
○○19001900
○○20002000
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2-13  
 

縁石排水配置追加 
［排水モデリング］の［レイアウト］タブ－［レイアウト］グループに［縁石排水配置］を追加しました。 
集水枡から溢れた雨水が道路面を流れる場合の水理計算で利用します。現状の集水桝はデフォルトでは溢れ出ない
設定ですので、使用頻度は低いです。 

2-14  
 

土側溝配置追加 
［排水モデリング］の［レイアウト］タブ－［レイアウト］グループに［土側溝配置］を追加しました。 
素掘り側溝や現況の土側溝に対して水理計算するときに利用します。上下流で断面が異なる水路です。 
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